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●経営改善計画のその後
	 　経営ワンポイントアドバイス
●情報取得手続の新設、財産開示手続の見直し
	 　法律ワンポイントアドバイス
●先代社長から受け継いで
	 　麻績村商工会　この人に注目－Vol.124
●ふたつのアルプスが見えるまち－飯島町－
	 　飯島町商工会　ふるさと紹介－Vol.34
●小規模企業共済制度、経営セーフティ共済

●商工会法施行60周年記念式典開催
	 　～SDGs推進と地域経済活性化の旗振り役として～

●県議会産業観光企業委員会との懇談会
●長野県SDGs推進企業登録制度登録
●新型コロナウイルス感染症支援策情報
●自社農園を活用したオリジナル商品の
　開発による新たな事業展開
	 　八ヶ岳グレイスホテル　中小企業の新たな事業活動
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商工連ながの

　小川村は村内各所から雄大な北アルプス連
峰を望むことができます。写真の中央奥に望
む山は鹿島槍ヶ岳です。「日本で最も美しい
村」連合に加盟しており、その自然豊かな景
観は「にほんの里100選」「信州サンセットポ
イント百選」にも選ばれています。

（小川村商工会）

秋の紅葉と北アルプス
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商
工
連
で
は
8
月
31
日
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
で
、

商
工
会
法
施
行
60
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。
式
典
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
規
模
の
縮
小
、ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
に
配
慮
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

阿
部
守
一
長
野
県
知
事
は
じ
め
ご
来
賓
、
県
下
商
工
会
長
併
せ

て
２
０
０
名
以
上
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
辞
で
商
工
連
柏
木
会
長
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
景
況
の
悪
化
に
よ
り
、
小
規
模
事
業
者
が
苦
境
に
立

た
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
行
政
機
関
が
様
々
な
施
策
を

講
じ
、
商
工
会
役
職
員
が
そ
れ
を
事
業
者
へ
届
け
る
た
め
に
尽

力
し
て
い
る
こ
と
、
事
業
者
も
事
業
継
続
に
必
死
に
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
労
い
ま
し
た
。
ま
た
、
商
工
会
法
施
行

50
周
年
以
降
の
10
年
間
の
歩
み
に
触
れ
、
地
震
や
台
風
等
の
自

然
災
害
に
よ
る
経
済
へ
の
影
響
と
と
も
に
、
商
工
会
の
役
割
が

変
化
し
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
阿
部
守
一
長
野
県
知
事
は
、
自
ら
が
生
ま
れ
た
昭
和

35
年
（
１
９
６
０
年
）
に
施
行
さ
れ
た
商
工
会
法
を
「
共
に
歩

ん
で
き
た
」
も
の
と
し
て
60
年
を
高
度
経
済
成
長
、バ
ブ
ル
崩
壊
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
等
を
例
に
振
り
返
り
、
地
域
経
済
が
こ
こ

ま
で
発
展
し
た
の
は
商
工
会
の
皆
様
の
尽
力
の
賜
物
だ
と
話
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い

て
、
小
規
模
事
業
者
が
厳
し
い
経
営
環
境
下
で
あ
る
こ
と
に
触

れ
、
県
と
し
て
も
様
々
な
支
援
策
を
講
じ
て
い
る
の
で
経
済
・

社
会
活
動
と
感
染
防
止
対
策
は
是
非
両
立
し
て
ほ
し
い
、
そ
の

た
め
に
商
工
会
の
役
割
は
よ
り
一
層
大
き
く
な
る
だ
ろ
う
と
期

待
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
50
周
年
以
降
の
10
年
の
商
工
会
・
商
工
連
の
足
跡

を
田
中
副
会
長
が
振
り
返
っ
た
う
え
で
、
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
上
の
景
気
後

退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
が
、
商
工
会
は
関
係
機
関
と
協
力

し
、
苦
難
を
乗
り
越
え
未
来
を
見
つ
め
さ
ら
に
前
進
す
る
と
述

べ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
商
工
会
組
織
運
営
に
長
年
多
大
な
る
尽
力
を
い

た
だ
い
た
商
工
会
役
職
員
に
対
し
て
、
県
知
事
表
彰
、
県
連
会

長
特
別
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
商
工
会
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　県内の産業振興を図るため、
10月１日（木）に県議会産業観
光企業委員会（県議会常任委員
会のひとつ）と商工連正副会長
の懇談会を長野市「ホテル国際
21」で開催しました。
　商工連からは⑴商工会の概況
⑵商工会マスタープラン　⑶新型コロナウイルスの状況と支援について説明をしました。
　懇談会では新型コロナウイルスによる事業者への影響、プレミアム商品券の支援策等について意見交換が
行われました。
　委員からは引き続き情報交換をしていきたいとの言葉がありました。

県内の産業振興を図る　－県議会産業観光企業委員会との懇談会－

商
工
会
法
施
行
60
周
年
記
念
式
典
開
催

～
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
と
地
域
経
済
活
性
化
の
旗
振
り
役
と
し
て
～

知事表彰を受章する品田小海町商工会長

県議会産業観光企業委員会との懇談会－中央（起立）は埋橋県議会産業観光企業委員長－



3 ●商工連ながの R2.11月号

　令和２年７月31日付で長野県SDGs推進企業登
録制度第５期登録企業に商工連が登録されました。
　今後商工連のSDGs達成に向けた重点的な取り
組みは、⑴各商工会職員の人材育成による地域振
興と経済の活性化　⑵事業者の企業力強化　⑶温
室効果ガス排出量削減等
です。「社会」、「経済」、「環
境」の３側面からSDGs達
成を目指し、商工会や会
員事業者等と協力し取り
組んでいきます。

長野県商工会連合会 長野県SDGs推進企業登録制度登録決定！

10年間のあゆみを振り返る
田中副会長

〈祝辞〉森義久
全国商工会連合会長

〈祝辞〉阿部守一
長野県知事

宣言を説明する
中村専務理事

〈式辞〉柏木昭憲
商工連会長

〈祝辞〉服部宏昭 県議
商工会議員懇談会長

〈祝辞〉小池清
長野県議会議長

〈祝辞〉北村正博
長野県商工会議所連合会長

「３密」を避けて開催した商工会法施行60周年記念式典

上段右から２番目が商工連中村専務理事
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■http://www.nagano-sci.or.jp/jizokuka/　（長野県商工会連合会HP　小規模事業者持続化補助金専用ページ）
■https://www.meti.go.jp/covid-19/index.html　（経済産業省　新型コロナウイルス感染症関連HP）
■https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/pageL07.html 　（厚生労働省　雇用調整助成金HP）
■https://www.nta.go.jp/　（国税庁HP）
■https://www.pref.nagano.lg.jp/keieishien/corona.html　（長野県HP　中小企業者向けポータルサイト）

 コロナ関連HP一覧（各QRコードのURL）

一般型：補助率２/3（最大50万円補助）　受付締切日：令和３年２月５日（金）
コロナ特別対応型：助成率2/3又は3/4（最大100万円助成）　受付締切日：令和２年12月10日（木）
＋上記補助金に「事業再開枠」で新型コロナウイルス対策にかかる費用を上乗せ補助（定額）
※申請には書類作成等準備が必要です  →　

日本政策金融公庫等による融資　「コロナ特別貸付」
※特別貸付等に係る「特別利子補給制度」
　事業規模等に応じた売上高の減少要件を満たした事業者に対して
　３年間の利息相当分が一括して助成されます
民間金融機関による融資　「セーフティーネット４号・５号」　他

（信用保証付融資でも当初３年間金利負担）

中小法人：最大200万円、個人事業者等：最大100万円を給付
ひと月の売上が前年同月比で50％以上減少している事業者が対象
令和２年１～３月創業の方も対象

家賃の６ヵ月分を給付（中小法人：月100万円、個人事業者等：月50万円が上限）
中小法人：最大600万円、個人事業者等：最大300万円を一括給付
令和２年１～３月創業の方も対象  ※前年同月比の売上減少率等、要件があります

事業活動の縮小等で、解雇等を行わずに休業を要した場合、休業手当等が一律
10/10助成（中小企業等）　 対象労働者１人１日当たり、15,000円を上限で助成
対応期間：令和２年12月31日（木）まで　※オンライン申請も可能

国税の特例猶予　※納期限までに申請が必要です
　令和２年２月から納期限までの一定の期間（１ヵ月以上）において事業収入が
　減少（前年同期比20％以上）の場合、１年間納税猶予

固定資産税等の減免（令和３年度の課税分）　※申告期限：令和３年１月31日（日）
　事業用家屋及び設備等の償却資産に係る固定資産税等が減免されます
　申告には商工会等の確認書が必要です  →　

概　要 QRコード

国税庁HP

経産省HP

厚労省HP

長野県商工会
連合会HP

長野県商工会連合会新型コロナウイルス 感染症支援策情報

お近くの商工会までご相談ください

お近くの商工会までご相談ください

（11月4日現在）
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※�新型コロナウイルス感染症に係る様々な支援策について紹介しておりますが、情報の詳細はHP等でご確認くだ
さい。（各QRコードまたは右記URLから確認が可能です。）

　また、県内の商工会で相談窓口を設置しておりますので、お気軽にお問い合わせください。

要　件 支　援　策

長野県HP

長野県の支援策等
長野県中小企業融資制度「経営健全化支援資金」
その他給付金・助成金・補助金・県税の特例猶予　等

事業者の皆様へ 新型コロナウイルス 感染症支援策情報

小規模事業者
持続化補助金

実質無利子
無担保融資

持続化給付金

家賃支援給付金

雇用調整助成金

国税の特例猶予・
固定資産税等の減免

販路開拓に
取り組みたい

事業継続のための
運転資金が心配

売上が半減した

テナント家賃・借地
賃料等の支払いが困難

雇用を継続したい

納税や申告が困難
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標
高
１
３
７
５
ｍ
、
八
ヶ
岳
東
麓
の
野
辺
山

高
原
に
位
置
す
る「
八
ヶ
岳
グ
レ
イ
ス
ホ
テ
ル
」

は
、
全
客
室
か
ら
八
ヶ
岳
連
峰
を
望
む
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
自
慢
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
す
。

　

ま
た
、
日
本
三
選
星
名
所
に
選
出
さ
れ
た
抜

群
の
環
境
下
で
、
当
社
の
星
ソ
ム
リ
エ
が
「
星

空
案
内
人
」
と
し
て
毎
晩
開
催
し
て
い
る
「
星

空
観
賞
会
」
や
、
安
心
・
安
全
に
こ
だ
わ
っ
た

自
社
農
園
で
栽
培
す
る
70
種
類
超
の
旬
の
野
菜

を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
料
理
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
高
い
天
然
鉱
石
が
入
っ
た
湯
船
に
浸
か

れ
る
「
貴
宝
石
大
浴
場
」
も
当
社
の
自
慢
で
す
。

　

中
で
も
、「
日
本
一
う
ま
い
野
菜
」
を
目
指
し
、

土
づ
く
り
か
ら
細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
り
栽
培
・

提
供
し
て
い
る
自
家
製
野
菜
の
サ
ラ
ダ
バ
イ
キ

ン
グ
は
特
に
人
気
を
博
し
て
お
り
、
開
業
以
来
、

年
間
を
通
じ
て
当
社
の
主
力
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
栽
培
の
過
程
で
は
、
農
業
の
宿
命

と
も
い
え
る
見
栄
え
や
虫
害
等
の
問
題
に
よ
り

お
客
様
へ
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
野
菜
が

多
数
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
野
菜
た
ち
を

無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
有
効
活
用
し
、
当
社
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
周
知
に
繋
が
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
の
開
発
は
私
共
の
長
年
の
悲
願
で
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
冬
季
は
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
寒
冷

地
で
あ
る
た
め
、
野
菜
を
栽
培
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
お
客
様
か
ら
も
「
残
念
」
と
の
お
声
を

い
た
だ
く
こ
と
も
増
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
健
康
志
向
の
高
ま
り
に
よ
り
、
ヘ
ル

シ
ー
で
体
に
良
い
イ
メ
ー
ジ
の
野
菜
や
果
樹
は
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
需
要
が
高
ま
っ
て
お
り
ま

す
。

　

年
間
を
通
じ
て
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し

つ
つ
、
野
菜
や
工
数
の
ム
ダ
を
削
減
す
る
こ
と

に
よ
り
経
営
基
盤
の
強
化
へ
と
繋
げ
て
い
く
。

そ
ん
な
当
社
の
想
い
を
具
現
化
さ
せ
る
た
め
の

足
掛
か
り
と
し
て
今
般
取
り
組
ん
だ
の
は
、「
自

家
製
野
菜
＋
り
ん
ご
」
い
わ
ゆ
る
農
商
工
連
携

に
よ
っ
て
生
み
出
す
、
年
間
供
給
が
可
能
な
当

社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
商
品
開
発
で
し
た
。

　

り
ん
ご
は
信
州
を
代
表
す
る
果
樹
で
あ
る
と

共
に
、
組
み
合
わ
せ
る
野
菜
に
よ
っ
て
様
々
な

栄
養
価
を
得
ら
れ
る
た
め
、
自
社
の
多
種
多
様

な
野
菜
た
ち
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
、
野
菜
の

持
つ
青
々
し
さ
を
和
ら
げ
、
苦
手
意
識
を
持
つ

方
へ
の
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
と
な
る

こ
と
等
を
背
景
に
、
現
在
市
場
に
数
多
く
出

回
っ
て
い
る
商
品
と
は
違
っ
た
、
新
し
い
味
わ

い
で
あ
り
、
機
能
性
に
も
優
れ
る
こ
と
を
意
と

し
た
、
当
社
の
農
園
ブ
ラ
ン
ド
「
太
陽
と
星
」

の
想
い
を
具
現
化
し
た
2
種
類
の
「
オ
リ
ジ
ナ

ル
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。
当

社
の
野
菜
、
信
州
の
り
ん
ご
の
魅
力
が
ダ
イ
レ

ク
ト
に
伝
わ
る
自
慢
の
逸
品
で
す
。

　

是
非
「
八
ヶ
岳
グ
レ
イ
ス
ホ
テ
ル
」
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

八ヶ岳グレイスホテル　南牧村商工会
南佐久郡南牧村野辺山217-1　TEL.0267-91-9515

中小企業の新たな事業活動

太陽と星のオリジナルドレッシング

自社農園を活用した
オリジナル商品の開発による
新たな事業展開

八ヶ岳グレイス農園

八ヶ岳グレイスホテル
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阿
南
町
は
県
最
南
部
の
愛
知
県
と
の
県
境

に
位
置
し
、
人
口
は
約
４
５
０
０
人
で
過
疎

化
と
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
が
町
の

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

阿
南
町
商
工
会
も
こ
の
人
口
減
少
に
よ
る
、

町
内
で
の
消
費
減
少
等
に
よ
り
、
小
売
業
者

等
の
廃
業
に
よ
る
会
員
数
減
少
が
大
き
な
課

題
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
平
成
30
年
度
に
始

ま
っ
た
「
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
目

標
達
成
評
価
表
」
の
目
標
設
定
に
お
い
て
、

「
何
の
た
め
の
目
標
か
」
を
追
求
し
、
結
論

と
し
て
、
商
工
会
が
今
以
上
に
地
域
や
会
員

に
対
し
て
の
存
在
価
値
を
高
め
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
の
具
体
的
な
数
値
目
標
が
こ
の

「
目
標
達
成
評
価
表
」
で
あ
り
、
阿
南
町
商

工
会
の
５
年
間
の
行
動
計
画
（
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
動
計
画
を
達
成
す
る
た
め
に
、
大

き
な
柱
を
二
つ
掲
げ
ま
し
た
。
一
つ
目
は
阿

南
町
と
連
携
し
、
会
員
の
た
め
の
事
業
を
今

以
上
に
展
開
す
る
こ
と
、二
つ
目
は
地
域
（
阿

南
町
）
の
た
め
に
な
る
何
ら
か
の
新
し
い
事

業
の
展
開
で
し
た
。

　

一
つ
目
の
会
員
の
た
め
に
な
る
事
業
は
、

町
か
ら
補
助
金
を
い
た
だ
い
て
隔
年
で
実
施

し
て
い
た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
」
で

す
。
プ
レ
ミ
ア
ム
率
が
10
％
と
近
隣
町
村
よ

り
低
い
こ
と
か
ら
、
町
へ
強
力
な
要
望
を
行

い
、
平
成
31
年
度
（
令
和
元
年
度
）
は
プ
レ

ミ
ア
ム
率
20
％
の
商
品
券
３
０
０
０
万
円

（
事
業
規
模
３
６
０
０
万
円
）
を
令
和
元
年

10
月
の
消
費
増
税
時
に
合
わ
せ
て
発
行
し
ま

し
た
。
消
費
喚
起
に
繋
が
り
会
員
事
業
者
と

多
く
の
町
民
か
ら
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
６
月
末
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ

イ
ン
ト
還
元
が
終
了
す
る
こ
と
で
実
質
負
担

増
と
な
り
町
内
消
費
へ
影
響
が
あ
る
可
能
性

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
同
様
に
要
望
を
行
い
、

プ
レ
ミ
ア
ム
率
20
％
・
４
０
０
０
万
円
（
事

業
規
模
４
８
０
０
万
円
）
の
商
品
券
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
会
員
事
業
所
へ
及
ぼ
す
影

響
を
考
慮
し
、
事
業
を
前
倒
し
し
て
５
月
か

ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

会
議
が
町
で
開
催
さ
れ
た
と
き
も
、
商
工
会

と
し
て
「
商
品
券
事
業
」
が
会
員
と
町
民
へ

の
支
援
策
と
し
て
最
善
策
で
あ
る
こ
と
を
強

く
訴
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
５
月
に
国
の

10
万
円
給
付
金
支
給
と
同
時
に
全
町
民
へ
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
と
は
別
に
２
万
円
の
商
品

券
の
配
布
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
事
業
規
模

９
０
０
０
万
円
）。
こ
れ
に
は
会
員
事
業
者

も
町
民
に
も
本
当
に
喜
ば
れ
、
商
工
会
と
し

て
町
へ
要
望
し
た
成
果
が
出
た
も
の
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
の
地
域
の
た
め
に
な
る
事
業
で
す

が
、
今
年
度
か
ら
町
内
の
小
中
学
校
と
教
育

委
員
会
と
連
携
し
て
、「
お
仕
事
体
験
会
」

を
夏
・
冬
合
計
２
回
開
催
す
る
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
度

も
う
一
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

　

商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況

で
す
が
、
ど
う
や
っ
て
生
き
残
っ
て
い
く
か

常
に
考
え
て
、
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

 
商
工
会
は
い
ま
─
Vol.120

南信

  

商
工
会
の
存
在
価
値
を

　
　
　
　
　
高
め
る
た
め
に

あなん共通商品券

商工会発行商品券

あなん生活応援商品券
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平
成
24
年
8
月
30
日
に
施
行
さ
れ
た
「
中
小
企
業

経
営
力
強
化
支
援
法
」
に
基
づ
き
、
国
が
認
定
し
た

商
工
会
や
中
小
企
業
診
断
士
、
税
理
士
な
ど
の
専
門

家（
認
定
支
援
機
関
）の
支
援
を
受
け
な
が
ら
経
営
改

善
計
画
を
策
定
す
る
経
営
改
善
計
画
策
定
支
援
事
業

が
9
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
事
業
に
関

し
て
長
野
県
内
外
の
い
く
つ
か
の
案
件
を
担
当
す
る

機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
少
し
古
い
デ
ー
タ
に
な

り
ま
す
が
、
平
成
30
年
3
月
末
ま
で
の
全
国
の
利
用

申
請
決
定
件
数
は
１
５
２
４
７
件
、
長
野
県
は

４
８
７
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
全
国

に
お
い
て
策
定
済
み
ま
た
は
策
定
中
の
多
く
の
経
営

改
善
計
画
に
、
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
影
響
が
現
れ
て

く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

専
門
家
に
対
す
る
支
払
費
用
の
２
／
３
の
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
経
営
改
善
計
画
策
定
支

援
事
業
に
つ
い
て
は
、
開
始
当
初
か
ら
1
回
限
り
の

利
用
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

資
金
繰
り
に
悩
む
多
く
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
を
支
援
す
る
た
め
、「
新
制
度　

新
型
コ
ロ
ナ
特

例
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

こ
れ
に
合
わ
せ
て
経
営
改
善
計
画
策
定
支
援
事
業
の

再
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
の
対
象
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

・‌�

経
営
改
善
計
画
を
策
定
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も

完
了
し
て
い
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

　

・‌�

経
営
改
善
計
画
を
策
定
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

実
施
中
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

　

・‌�

経
営
改
善
計
画
を
策
定
中
の
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者

　

ま
た
、
要
件
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
起
因
し
て
、
当
該
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
後
、

原
則
と
し
て
最
近
1
か
月
の
売
上
が
前
年
又
は
前
々

年
の
同
月
と
比
較
し
て
5
％
以
上
減
少
し
て
い
る
こ

と
。」と
な
っ
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
補
助
金
の
額
は
、

過
去
の
利
用
実
績
を
引
き
継
ぎ
、
費

用
総
額
の
２
／
３
は
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
、
末
尾
の
「
中
小

企
業
区
分
の
考
え
方
」
の
図
（「
認
定

支
援
機
関
等
向
け
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
Ｆ

Ａ
Ｑ
」か
ら
抜
粋
）に
記
載
の
と
お
り
、

過
去
の
利
用
分
及
び
再
利
用
分
の
合

計
額
で
最
高
２
０
０
万
円
（
中
堅
規

模
の
場
合
の
上
限
３
０
０
万
円
×
２

／
３
）と
な
り
ま
す
。

　

外
部
環
境
が
ｂ
ｅ
ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
コ
ロ

ナ
の
時
代
か
ら
思
い
も
よ
ら
ぬ
方
向

へ
一
変
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

過
去
に
策
定
し
た
経
営
改
善
計
画
は
、

当
時
は
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
て

も
、
今
と
な
っ
て
は
「
絵
に
描
い
た

餅
」
の
よ
う
に
無
意
味
な
も
の
に

な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ビ
ジ
ネ
ス
を
取
り
巻
く
現

状
を
的
確
に
認
識
し
、
ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ

コ
ロ
ナ
の
時
代
に
お
い
て
も
着
実
に

経
営
を
継
続
す
る
た
め
、
こ
の
再
利

用
の
制
度
の
活
用
を
ご
検
討
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当

初
の
経
営
改
善
計
画
策
定
時
に
支
援
を
受
け
た
商
工

会
等
の
認
定
支
援
機
関
、
金
融
機
関
ま
た
は
長
野
県

経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
を
ご
一
読
い
た
だ
い
た
こ
と
が
契
機

と
な
り
、
皆
様
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
一
筋
の
光
明
が
差
し

込
む
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

経 経営改善計画のその後

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

価値創造コンサルティング
合同会社  代表社員　
櫨
は ぜ

川
か わ

  岳
た け お

男  氏
（中小企業診断士・税理士）

　費用負担の対象となる計画策定支援費用の総額（消費税を含む）は、原則として以
下のとおりとしています。

　また、例外として、小規模、中規
模の事業者については、費用負担の
対象となる計画策定支援費用の総額
が上記表に示した金額を超える場合
（例えば、債権放棄案件に係る費用）
は、利用申請書（「８.その他」の欄に
その旨と理由を記載してください。

中小企業
の区分 企業規模 費用負担の対象となる計画策定支援費用の

総額（モニタリングを含む）

小規模 売上１億円未満かつ
有利子負債１億円未満

100万円以下
（うちモニタリング費用は総額の1／2以下）

中規模
売上10億円未満かつ
有利子負債10億円未満
（小規模を除く）

200万円以下
（うちモニタリング費用は総額の1／2以下）

中堅規模 売上10億円以上または
有利子負債10億円以上

300万円以下
（うちモニタリング費用は総額の1／2以下）

※平成25年7月10日以降、経営改善支援センターから受理通知を発行する申請案件が対象

売上
10億円

中堅規模

中小企業区分の考え方

中規模

1億円

1億円 10億円有利子負債

小規模
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情報取得手続の新設、
財産開示手続の見直し

｜法｜律｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

法弁護士
土屋  準  氏

１�　

仕
事
は
し
っ
か
り
し
た
の
に
請
負
代
金
を
払
っ

て
く
れ
な
い
、
商
品
は
き
っ
ち
り
納
入
し
た
の
に

売
掛
金
を
支
払
っ
て
く
れ
な
い
、
と
い
っ
た
場
合

に
は
、
最
終
的
に
は
裁
判
を
起
こ
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
�　

そ
の
裁
判
の
結
果
、
請
負
代
金
を
支
払
え
と
い

う
判
決
を
得
た
ら
、
そ
の
金
額
を
回
収
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。
違
い
ま
す
。
判
決
を
得
た
と
し
て

も
、
相
手
が
払
っ
て
く
れ
な
い
場
合
に
は
、
裁
判

所
に
対
し
て
強
制
執
行
を
申
し
立
て
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

�　

強
制
執
行
と
い
う
の
は
、
相
手
の
財
産
か
ら
強

制
的
に
回
収
を
行
う
手
段
で
す
。
し
か
し
、
強
制

執
行
を
す
る
た
め
に
は
、
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
相
手
方
の
財
産
を
捜
す
必
要

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

�　

裁
判
所
は
相
手
方
の
財
産
を
調
べ
て
く
れ
ず
、

自
分
で
捜
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

�　

相
手
方
の
財
産
が
ど
こ
に
あ
る
か
分
か
ら
な
い

と
い
う
こ
と
も
多
く
、
せ
っ
か
く
裁
判
で
勝
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
回
収
が
で
き
な
い
と
い
う
事

案
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

�　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
法
律
が
改
正
さ
れ
、

情
報
取
得
手
続
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

�　

新
設
さ
れ
た
情
報
取
得
手
続
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
す
。

　
　

①　

�

金
融
機
関
か
ら
預
貯
金
債
権
や
上
場
株
式
、

国
債
等
に
関
す
る
情
報
を
取
得
（
令
和
２

年
４
月
１
日
か
ら
開
始
）

　
　

②　

�

登
記
所
か
ら
土
地
・
建
物
に
関
す
る
情
報

を
取
得
（
令
和
３
年
５
月
16
日
ま
で
に
開

始
予
定
）

　
　

③　

�

市
町
村
、
日
本
年
金
機
構
等
か
ら
給
与
債

権（
勤
務
先
）に
関
す
る
情
報
を
取
得（
令

和
２
年
４
月
１
日
か
ら
開
始
）

※�　

②
に
つ
い
て
は
、
養
育
費
や
人
の
生
命
、
身
体

の
侵
害
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
回
収
に
限
ら

れ
ま
す
。

　

�　

②
、
③
に
つ
い
て
は
、
申
立
前
３
年
以
内
に
後

述
の
財
産
開
示
手
続
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
①
、
②
、
③
い
ず
れ
も
強
制
執
行

が
不
奏
功
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

�　

そ
の
他
細
か
な
要
件
も
あ
り
ま
す
の
で
、
財
産

が
分
か
ら
な
い
が
回
収
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方

は
、
お
近
く
の
弁
護
士
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

２�　

そ
の
他
、
財
産
開
示
手
続
の
見
直
し
が
さ
れ
ま

し
た
。
財
産
開
示
手
続
は
、
債
務
者
を
裁
判
所
に

出
頭
さ
せ
、
自
身
の
財
産
に
関
す
る
情
報
を
陳
述

さ
せ
る
手
続
き
で
す
。
し
か
し
、
利
用
実
績
は
年

間
１
０
０
０
件
前
後
と
低
調
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

申
立
権
者
を
拡
張
、
不
出
頭
の
場
合
の
罰
則
に
懲

役
刑
を
設
け
る
な
ど
実
効
性
を
強
化
し
ま
し
た
。

情
報
提
供
を
命
令

情
報
取
得

申
立
て

回
　
答

債権者 裁判所 裁判所 債権者
  ・銀行等
  ・登記所
  ・市町村等
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先
代
社
長
か
ら
受
け
継
い
で

　

清
水
工
務
店
は
、
麻
績
村
の
中
に
あ
る
小

さ
な
会
社
で
、
私
の
父
親
が
一
代
で
作
り
上

げ
ま
し
た
。

　

こ
の
父
親
、
先
代
の
社
長
は
、
建
具
、
家

具
工
事
、
型
枠
工
事
、
鉄
筋
工
事
、
鉄
骨
工

事
、
土
木
工
事
、
設
備
工
事
等
が
で
き
、
今

ま
で
に
、
一
般
住
宅
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

神
社
、
２
階
建
て
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

建
物
、
３
階
建
て
の
鉄
骨
工
事
、
浄
化
槽
、

水
道
の
水
槽（
配
水
池
）工
事
、
湖
の
中
で
釣

り
を
す
る
た
め
の
桟
橋
工
事
、
山
に
道
を
造

り
、
Ｆ
Ｍ
長
野
、
テ
レ
ビ
信
州
の
ア
ン
テ
ナ

の
た
め
の
造
成
、
基
礎
工
事
、
土
木
工
事
に

お
い
て
は
、
砂
防
ダ
ム
工
事
、
橋
工
事
、
ス

ノ
ー
シ
ェ
レ
タ
ー
工
事
等
、
様
々
な
工
事
を

こ
な
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
イ
デ
ィ
ア

マ
ン
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
先
代
の
社
長｢

お
や
じ｣
は
、
普
通

の
父
親
で
は
な
く
、
父
は｢

師
匠｣

、
私
は
幼

い
頃
か
ら｢

弟
子｣

と
い
っ
た
関
係
で
あ
り
、

い
つ
も
、「
こ
の
位
の
事
が
わ
か
ら
ぬ
か
、

バ
カ
ー
」、「
見
れ
ば
わ
か
る
だ
ろ
、
バ
カ
ー
」、

「
一
と
言
っ
た
ら
、
一
二
三
四
だ
ろ
、
バ

カ
ー
」、「
ア
と
言
っ
た
ら
、
ア
イ
ウ
エ
オ
だ

ろ
、
バ
カ
ー
」、「
同
時
に
色
ん
な
事
を
や
れ
、

バ
カ
ー
」、「
知
ら
な
い
う
ち
に
仕
事
を
や
れ
、

バ
カ
ー
」
と
言
わ
れ
な
が
ら
叩
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
保
育
園
児
の
時
に
は

工
事
現
場
に
い
た
よ
う
な
、
小
学
生
の
時
に

は
大
型
重
機
を
運
転
で
き
て
い
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
先
代
社
長｢

お
や
じ｣

か
ら
会

社
を
受
け
継
い
で
、
二
代
目
の
社
長
に
な
り
、

資
格
も
一
級
建
築
士
、
一
級
建
築
施
工
管
理

技
士
、
一
級
土
木
管
理
技
士
、
二
級
管
工
事

施
工
管
理
技
士
を
と
り
、
建
築
工
事
、
土
木

工
事
、
設
備
工
事
等
を
こ
な
し
、
建
設
業
の

オ
ー
ル
ラ
ン
ナ
ー
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
学
生
の
頃
、
建
築
の
勉
強
を
し
、

建
築
学
科
を
卒
業
し
て
い
る
の
で
す
が
、
実

は
、
土
木
工
事（
橋
を
造
っ
た
り
、
道
を
造
っ

た
り
、
砂
防
ダ
ム
を
造
っ
た
り
、
測
量
し
た

り
）
が
得
意
で
す
。
会
社
的
に
も
、
公
共
土

木
工
事
の
ほ
う
が
安
定
し
た
収
入
が
得
ら
れ

ま
す
。

　

色
々
な
工
事
を
こ
な
せ
ら
れ
る
良
さ
も
あ

る
と
思
う
の
で
す
が
、
色
々
な
工
事
を
や
ら

な
い
と
い
う
良
さ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今

の
私
に
は
ど
ち
ら
が
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い

の
で
す
が
、
考
え
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
の
会
社
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
流

れ
に
で
き
る
だ
け
乗
っ
て
い
く
た
め
に
、

様
々
な
Ｉ
Ｔ

機
器
を
使
い
、

ど
こ
で
も
即

座
に
仕
事
に

対
応
で
き
る

よ
う
工
夫
す

る
と
共
に
、

様
々
な
工
法
、

考
え
方
を
、

「
ア
と
言
っ
た
ら
ア
イ
ウ
エ
オ
」と
言
え
る
よ

う
方
程
式
化
し
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ィ
ア

を
持
ち
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
会
社
の

経
営
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
昔
に
比
べ
建
設
業

の
受
注
も
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
公

共
工
事
に
お
い
て
は
、
巧
妙
な
工
事

管
理
等
で
仕
事
が
や
り
に
く
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

今
後
建
設
業
も
も
っ
と
変
わ
っ
て
い

く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

私
は
、
物
作
り
の
中
に
ど
っ
ぷ
り

染
ま
っ
て
い
る
の
で
、
性
根
を
決
め
、

し
っ
か
り
と
し
た
考
え
を
持
ち
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
を
乗
り
越
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
地
で
育
ち
、
こ
の
地

で
生
活
し
、
こ
の
地
に
仲
間
が
い
る
、

こ
う
し
た
大
切
な
地
を
仲
間
と
共
に

良
く
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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飯
島
町
は
江
戸
時
代
幕
府
の
陣
屋
が
置
か

れ
て
い
た
歴
史
の
ま
ち
で
す
。

　

飯
島
陣
屋
は
江
戸
時
代
初
め
、
延
宝
５
年

（
西
暦
１
６
７
７
年
）
に
設
置
さ
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
伊
那
郡
を
中
心
と
す
る
幕
府

直
轄
領（
天
領
）を
支
配
す
る
拠
点
と
し
て
置

か
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
来
幕
末
に
至
る
ま

で
続
き
、
明
治
維
新
以
後
は
伊
那
県
庁
と
し

て
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

伊
那
県
は
、
明
治
4
年
11
月
に
廃
止
さ
れ

ま
し
た
が
、
飯
島
町
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治

初
期
に
至
る
２
０
０
年
近
い
間
、
信
濃
の
国

や
伊
那
県
の
政
治
上
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
飯
島
町
は
、
西
は
中
央
ア
ル
プ

ス
、
東
は
南
ア
ル
プ
ス
に
囲
ま
れ
た
「
ふ
た

つ
の
ア
ル
プ
ス
が
見
え
る
ま
ち
」
と
し
て
伊

那
谷
随
一
の
景
色
を
有
し
て
い
ま
す
。
特
に

飯
島
町
七
久
保
地
区
等
か
ら
見
る
雪
に
抱
か

れ
た
中
央
ア
ル
プ
ス
の
眺
望
は
美
し
い
で
す
。

中
央
ア
ル
プ
ス
か
ら
流
れ
出
る
与
田
切
川
、

中
田
切
川
な
ど
の
清
流
が
流
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
ル
プ
ス
を
眺
め
、
四
季
の
移
ろ
い

を
色
濃
く
感
じ
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
「
理
想
の

移
住
ス
ポ
ッ

ト
」
と
し
て

注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
産
と
し

て
は
稲
作
や

梨
な
ど
の
果

物
・
野
菜
・

花か

き卉
の
栽
培

が
盛
ん
で
、

馬
肉
製
品
も

有
名
で
す
。

特
に
飯
島
産
の
果
物
は
寒
暖
差
が
激
し
い
た

め
甘
み
が
強
い
と
い
わ
れ
て
い
て
、
か
つ
て

は
梨
が
皇
室
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
県
で
は
信
州
の
名
水
・
秘
水
と

し
て
認
定
し
、“
百
を
超
え
る
長
寿
”
と
な
る

よ
う
に
願
い
を
こ
め
て
命
名
さ
れ
た
「
越
百

の
水
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
水
も
有
名
で
、
中

央
ア
ル
プ
ス
越こ

す

百も
や
ま山（
標
高
２
６
１
４
ｍ
）を

は
じ
め
と
す
る
周
辺
の
山
岳
地
帯
に
降
り
注

い
だ
雪
や
雨
が
地
中
深
く
浸
透
し
、
長
い
歳

月
を
か
け
て
流
れ
て
き
た
水
を
汲
み
上
げ
て

い
ま
す
。
豊
富
な
水
量
を
誇
り
適
度
な
ミ
ネ

ラ
ル
を
含
ん
だ
越
百
の
水
は
、
公
園
利
用
者

を
は
じ
め
一
般
家
庭
や
愛
好
者
な
ど
多
く
の

方
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
周
辺

に
は
オ
ニ
ヤ
ン
マ
な
ど
き
れ
い
な
水
に
し
か

棲
め
な
い
水
生
昆
虫
が
生
息
し
、
豊
か
な
生

物
を
育
む
源
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
良
質
で
豊
富
な
水
や
気
温
差
を

生
か
し
た
農
業
も
盛
ん
で
、「
2
階
建
て
方

式
」※
と
呼
ば
れ
る
営
農
方
式
は「
飯
島
方
式
」

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
全
国
的
な
モ
デ
ル
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

飯
島
町
の
名
所
で
あ
る
千
人
塚
公
園
の
千

人
塚
城
ヶ
池
は
、
飯
島
町
七
久
保
に
あ
る
た

め
池
で
、
戦
国
時
代
の
北
山
城
の
空
堀
を
利

用
し
て
１
９
３
４
年（
昭
和
9
年
）に
温
水
た

め
池
と
し
て
造
ら
れ
ま
し
た
。
中
央
ア
ル
プ

ス
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、

２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）3
月
25
日
に
は
農

林
水
産
省
の
た
め
池
百
選
に
選
定
さ
れ
、
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
で
す
。
一
級
河
川

天
竜
川
水
系
与
田
切
川
か
ら
七
久
保
用
水
と

横
沢
用
水
か
ら
導
水
し
た
水
を
貯
水
し
、
下

流
の
水
田
約
２
０
０
ha
の
灌か
ん
が
い漑
を
行
っ
て
い

て
、
湖
畔
に
は
千
本
桜
、
ツ
ツ
ジ
、
ア
ジ
サ
イ
、

モ
ミ
ジ
が
彩
り
、
ツ
バ
メ
、
カ
ワ
ウ
等
が
飛

来
し
て
い
て
、
特
に
桜
が
咲
く
時
期
は
絶
景

で
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
飯
島
町
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

　
　
　
　
　

一
部
引
用
／
飯
島
町
役
場
Ｈ
Ｐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
島
町
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ

※�

2
階
建
て
方
式
：
農
用
地
管
理
と
農
産
物
生
産

の
分
業
化
に
よ
る
集
落
ぐ
る
み
の
複
合
経
営

ふ
た
つ
の
ア
ル
プ
ス
が

　
　
　
見
え
る
ま
ち 

     

　
　
　
　
― 

飯
島
町 

―
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